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（高知県立精神保健福祉センター）
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高知県ひきこもり地域支援センター

（高知県立精神保健福祉センター）



高知県立精神保健福祉センター

ひきこもり地域支援センター

高知県自殺対策推進センター

高知県依存症相談拠点機関

メンタルヘルスや心の悩み全般に関する相談窓口

 平成２１年４月～

平成２１年４月～

平成３０年４月～

新型コロナウィルスにともなう
心のケア相談窓口

令和 ２年３月～



高知県ひきこもり地域支援センター
職員体制
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所長（医師）

社会福祉士作業療法士精神保健福祉士 保健師 心理士

多職種での
支援

５名で分担して、ひきセン業務
＊精神保健福祉センター業務と兼務



高知県ひきこもり地域支援センターの主な事業

○個別相談（電話・面接）
○居場所づくり
○企業・事業所での社会体験
○体験者による個別交流
○家族教室（相談者対象）
○普及啓発・講演会（ひろく県民向け）

○支援者連絡会
○人材養成研修
○ケース相談、検討会への出席
○研修会等の講師依頼
○福祉保健所主催の研修会への参加、支援

ひきこもりの
『当事者・家族等』

への支援

ひきこもりの支援
に取り組む

『地域』への支援

地域での取り組みを
バックアップ

対象者の思いや段階に
応じて支援



ひきこもりの評価・支援に関するガイドラインより

　　　家族支援

本人支援

ピア交流

社会体験青年期の
集い

イベントへの
お誘い

家族教室

本人・家族のペースに合わせて ゆきつもどりつの支援



１）個別支援

  家族を通して本人を理解

  家族をエンパワメント（ＣＲＡＦＴ等）

２）家族教室

  体験や対処スキルの共有、学びの場

３）普及啓発活動

  講演会、交流会、つながるVOICE

４）家族支援を地域で

  人材養成研修・ケース会など、地域支援
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家族支援について



１）個別支援
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• 家族を通して本人や家庭の状況をみる
（アセスメント→見立て）つながる期

• 変化に着目し、工夫できることを探す

• 家族の元気を取り戻す継続期

• 家族→本人へのつながり

• 継続して家族とつながるフォロー期



初回相談の家族・本人比（Ｒ３年度）
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家族

57.1％

本人

42.9% 家族からの紹介
29.6%

自分で
18.5% 関係機関等

51.9%
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医師として、精神医学的な見立てはできるけど…
家族支援を継続するために、ここからどう繋げていこうか？

作業療法士の得意とする、プログラムを立てて
行う面接へ移行（身体を動かす、ＣＲＡＦＴ等）

所長（精神科医）

作業療法士

多職種チームの強みを活かして①



多職種チームの強みを活かして②
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家族→本人に繋がった後、
居場所や社会資源をコーディネートしながらの支援

出会い期から家族を支え、大変な気持ちに寄り添う
まずは家族が元気になるための支援を継続…

精神保健福祉士

保健師

本人支援

家族支援



• 回数：年２～３回実施
• 対象：１０～２０代のひきこもりの子ども
             を持つ親（１０名以内）
• 内容：勉強会
     →講義「ひきこもりの理解」等
       当事者の経験談
       テーマトーク、フリートーク 
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２）家族教室
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本人とのコミュニケーションで
工夫している点は？どう声かけしたら…

本人と兄弟の関係性は？
普段の家族の様子を知りたい

本人がエネルギーがたまってきたかどうか
どうすれば分かる？

親自身の楽しみはどんなこと？

家の中で本人が自ら取り組んでいること
はあるか？



３）普及啓発活動

講演会、交流会（ひろく一般県民対象）
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講演＆交流会として…
・出張版居場所
・ワールドカフェ
・ＤＶＤ上映
・関係機関活動報告ポスター、
 相談者の作品展示 など



つながるVOICE ～家族の声～
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～つながるＶＯＩＶＣＥ～

・ご本人がひきこもっていたとき、
   動けなくなっていたときの気持ち 
・ 相談に来てみたきっかけ 
・ 実際に相談に来てみて感じたこと 
・ 続けて相談に来てみての変化 
・ 悩まれている方、これから相談される方へ

～その後のＶＯＩＣＥ～

・ 相談に来る中で、変化があったこと 
・ 新しくはじめたこと 
・ 力を入れていること、頑張っている
  こと、心がけていること 

 



つながるVOICEより一部抜粋

• すごく心が楽になった。自分一人で抱え込んでいたけど、私自身の心
が潤った。何十年もあまり人と付き合ってこなかった中、相談員さん
と知り合って、話ができた。 

• 人の意見を聞いて知恵をもらったり、視野が広がった。気持ちが楽に
なった。 

• 子への親としての接し方をすごく意識するようになった。 そうするこ
とで自分の感情のコントロールもできるようになった。  

• コミュニケーションプログラムで話し方、応じ方、心の持ち方などの
スキルを教えて頂いたおかげで、本人の気持ちを考える余裕が少しで
き、初めて「しんどかったね」「分かってあげられなくてごめんね」
と伝えられた。 

• 少しずつ、本なども読んで自分の息子に対するまなざしが変わった。
ありのままを肯定してやろうと思い、過ごせるようになった。 

• 息子ももうこんな歳かと思うけど、前に比べたら、開き直ったという
か、気が楽になった。自分自身が変わったのかなと思う。

16



４）家族支援を各地域で（人材養成・ケース検討会）
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宮崎大学 境 泉洋先生
『ＣＲＡＦＴ』

               

白梅学園大学 長谷川 俊雄先生
『事例研究』



高知県のひきこもり相談窓口ＰＲ
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●市町村におけるひきこもり相談窓口の設置状況
 R３年度 すべての市町村において設置済み
 市町村精神保健担当部署がほとんど、他に福祉事務所、社会福祉協議会等
 ⇒リーフレットを作成し、周知啓発



家族支援をつなげていくために…
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受容

労い

継続した見守り
本人･家族↔支援者がつながりを

持ち続けられるように

励まし
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ご清聴
 ありがとうございました。

今後ともよろしくお願いします。

高知県


